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程日議審

12月定例会第265回

第265固 定例市議会は12月刊日に開会され、会期を21日ま
での12日間と定め、理事者から提出されだ議案10件と市会案3
件を審議しまし定。

初日には前回より継続審査となっていましだ各会計の決算認

定を行い、引き続き議員提案による「道路特定財源の充実強化

に関する意見書」を可決しましだ。

その後、市長の所信表明、平成4年度の補正予算案をはじめ
提出議案について提案理由の説明ガ行われまし定。

14、15日の両日は、一般質問ガ行われ、雨塚忠夫(清友会)
金森幸蔵 (市政同志会)、畑中章男(清友会〉、常男悦郎 (市

政同志会)、校野幸太郎(清友会〉、天台光治 (清友会〉、坂元

干秋(公明〉、村西利栄 (社会〉、野田幾久代 (無〉、栄 正夫

(共産〉、の10議員ガそれぞれ一般質問を行いましだ。
質問終結後、各議案ならびに請願・陳情ガ所管の各委員会に

位託されましだ。

最終日には常任・特別の各委員長報告の後、各議案の採決ガ

行われ、いずれも原案のとおり可決されまし定。

引き続いて、議員提案による，-2兆円規模の所得減税・政策
減税を求める意見書」など2件を司決して閉会しましだ。
市民の皆さんから出され芝請願・陳情の結果は別掲のとおり

です。

本会議 (会期の決定、 決算

特別委員長報告、

市会案上程、採決、

議案上程、提案理

由の説明)
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総
合
病
院
の
問
題
に
つ
い
て

間
市
長
は
済
生
会
病
院
の
誘
致
断

念
の
表
明
後
も
、
公
的
病
院
誘
致
に

努
力
す
る
と
し
て
き
た
が
、
は
っ
き

り
し
た
方
向
を
示
す
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答
公
的
病
院
の
誘
致
に
向
け
て
努

力
し
て
き
た
が
、
現
在
の
厳
し
い
医

療
環
境
で
は
当
市
単
独
で
の
誘
致
は

極
め
て
困
難
と
考
え
、
勝
山
病
院
を

広
域
的
施
設
と
し
て
移
転
改
築
す
る

方
向
で
、
先
般
勝
山
市
長
に
理
解
と

協
力
を
要
請
し
た
。

今
後
は
、
勝
山
病
院
を
奥
越
地
域

の
中
核
的
な
病
院
と
し
て
位
置
付
け

県
当
局
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
関
係

者
と
も
十
分
協
議
を
重
ね
、
市
民
に

納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
早
期
建
設
に

向
け
て
一
層
の
努
力
を
す
る
。

水
問
題
に
関
連
し
て

問
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
水
資
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
次
の
点
に
対
し
て
の
市
の
考

え
は
。①
地
下
水
対
策
は
。

①
ダ
ム
建
設
構
想
は
。

筈

①

地

下

水

対

策
の
柱
は
、
福
養

か
ん
よ
う

対
策
と
節
水
対
策
で
あ
る。

一
泊
養
面

た
ん
す
い

で
は
、
冬
期
聞
の
水
田
湛
水
に
よ
る

地
下
水
極
養
を
図

っ
て
き
た
が
、
水

位
を
上
昇
き
せ
る
に
至
ら
ず
、
地
権

者
の
協
力
も
得
に
く
く
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
こ
れ
に
代
わ
る
方
法
と

し
て
農
業
排
水
路
を
利
用
し
た
極
養

に
着
手
し
た
。

か
ど
う

河
道
維
持
用
水
の
増
量
に
つ
い
て

も
今
後
は
国
を
は
じ
め
関
係
機
関
に

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

節
水
面
に
お
い
て
も
、
条
例
に
基

づ
き
市
民
に
対
し
協
力
を
求
め
て
き

た
が
、
今
年
の
よ
う
な
渇
水
年
で
は

ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
く
、
春
か
ら
夏

に
か
け
て
の
豊
水
期
で
き
え
水
位
が

著
し
く
低
下
す
る
と
い
う
憂
慮
す
べ

き
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

降
雪
期
を
控
え
、
井
戸
枯
れ
の
心

配
が
あ
り
、
市
と
し
て
は
上
水
道
の

必
要
性
を
市
民
に
訴
、
ぇ
、
一

日
も
早

く
整
備
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
いま
た
、

お
お

水
道
水
源
と
し
て
鳴
鹿
大

ぜ
き堰
に
お
い
て
、
毎
秒

0
.
一
t
、
日

量
八
千
六
百
四
十

t
の
水
道
用
水
を

確
保
し
た
が
、
こ

の
鳴
鹿
大
堰
建
設

事
業
は
平
成
八
年
に
完
成
す
る
予
定

で
あ
り
、
同
年
以
降
は
当
市
の
水
利

用
計
画
に
基
い
て
利
用
で
き
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

②
清
滝
川
導
水
赤
根
川
ダ
ム
や
赤
根

川
単
独
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
地
元
に
立
ち
入
り
調
査
を
要

請
し
た
が
、
一
部
地
区
民
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
ま
た
県
に
お
い
て
も
可

能
性
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
か

な
り
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
打
波
川
ダ
ム
に
つ
い
て
も

長
期
的
な
水
資
源
確
保
に
は
欠
か
せ

な
い
が
、
こ
れ
も
現
在
県
に
お
い
て

可
能
性
調
査
を
実
施
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

な
お
、
阪
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
当
地
区
の
水
資
源
調
査
を
実

施
し
て
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
国
お

よ
び
関
係
機
関
等
に
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
く
。

救
急
医
療
に
つ
い
て

問

①
市
内
の
患
者
で
手
遅
れ
や
誤

診
で
迷
惑
を
し
た
家
族
が
ど
れ
だ
け

あ
る
か
、
実
態
調
査
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

②
救
急
車
で
の
搬
送
先
の
病
院
を、

本
人
ま
た
は
家
族
の
意
志
で
指
定
は

で
き
な
い
か
。
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①
休
日
急
患
診
療
所
に
医
師
を
市
職

員
と
し
て
採
用
で
き
な
い
か
。

答

①
調
査
し
た
こ
と
は
な
い
し
、

医
療
ミ
ス
の
報
告
を
受
け
た
こ
と
も

な
い
の
で
、
現
段
階
で
は
調
査
す
る

考
え
は
な
い
。

②
救
急
出
動
時
の
患
者
の
搬
送
は
、

最
寄
り
の
医
院
等
に
搬
送
す
る
の
が

原
則
で
あ
る
が
、
地
域
住
民
に
対
し

て
は
、
掛
り
付
け
の
医
院
等
が
あ
り

そ
の
医
院
等
が
本
人
の
病
状
を
よ
く

熟
知
し
て
い
る
こ
と
等
を
勘
案
し
て

市
内
の
病
院
に
限
り
希
望
の
医
院
等

に
搬
送
し
て
い
る
。

市
外
の
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
病
状
の
程
度
や
時

間
的
ロ
ス
等
の
問
題
が
あ
り
、
市
外

の
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
体
制
も
確

認
で
き
な
い
状
況
の
中
で
は
、

一
度

市
内
の
医
療
機
関
で
医
師
の
指
示
を

得
た
も
の
か
ら
搬
送
し
て
い

る
。

①
医
師
を
市
の
職
員
と
し
て
採
用
す

る
に
は
、
人
材
確
保
上
難
し
い

の
で

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

福
祉
都
市
を
目
指
せ

問

篠
座
地
区
に
集
中
し
て
い
る
福

祉
施
設
の
周
辺
に
温
泉
施
設
や
他
の

福
祉
施
設
を
建
設

・
誘
致
し
、
福
祉

地
域
と
し
て
の
ゾ
ー
ン
の
形
成
を
図

る
こ
と
が
一
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
り

ひ
い

て
は
福
祉
都
市
を
目
指
す
第
一

歩
と
な
る
と
思
、
つ
が
。

答

福

祉

施

設
の
整
備
は
県
内
で
も

当
市
は

一
歩
進
ん
で
い
る
と
思
う
。

福
祉
施
策
は
施
設
を
造
る
こ
と
だ

け
が
目
的
で
は
な
く
、
地
域
福
祉
の

確
立
や
在
宅
福
祉
を
中
心
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
る
こ

と
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め

地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
て
「
共

に
暮
ら
し
共
に
助
け
合
う
社
会
シ
ス

テ
ム
」
を
推
進
す
る
こ
と
等
が
肝
要

で
あ
り
、
福
祉
施
設
の
増
設
や
温
泉

施
設
の
誘
致
は
現
在
考
、
え
て
い
な
い
。
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六
間
ア
ク
セ
ス
に
と
も
な
う

都
市
計
画
の
決
定
手
続
き
に

つ
い
て

問

こ

れ

ま

で

の

都
市
計
画
決
定
の

手
続
き
と
進
め
方
に
つ
い
て
不
備
は

な
か

っ
た
か
。

ま
た
、
市
文
化
財
保
護
委
員
会
に

お
い
て
、
亀
山
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て

反
対
を
表
明
し
て
い
る
が
、
ど
う
対

処
し
て
い
く
の
か
。

筈

市

街

地

整
備
策
定
委
員
会
の
答

申
を
基
本
に
、

都
市
計
画
審
議
会
で

何
回
も
審
議
等
を
重
ね
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
結
論
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
は
決
定
で
は
な
く
素

案
の
段
階
で
あ
り
、
市
の
考
え
方
を

ま
と
め
た
と
い
、
7
こ
と
で
あ
る。

今
後
は
県
に
お
い

て
こ
の
素
案
を

参
考
に
し
て
、
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
原
案
を
作
成
し
て
、
建
設
省

と
事
前
協
議
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て

いマ
h
v
o

文
化
財
保
護
委
員
の
意
見
は
県
に

十
分
伝
え
る
。

そ陸t
の砂
改利
差採
三取
山の
つ現
い状

てと

間

近
年
、
建
設
骨
材
と
し
て
砂
利

の
需
要
が
急
速
に
増
え
、
そ
の
た
め

の
陸
砂
利
採
取
に
よ
る
環
境
破
壊
が

問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、

当
市
に
お

い
て
、

そ
の
手
続
き
や
採
取
個
所
の

埋
め
一
民
し
に
問
題
は
な
い
か
。

答

平
成
四
年
現
在
、
当
市
で
は
五

十
六
カ
所
に
お
い
て
陸
砂
利
採
取
を

行
っ

て
い
る
。

農
用
地
区
域
に
お
け
る
陸
砂
利
採

取
は
、
砂
利
採
取
法
に
基

い
て
県
知

事
が
認
可
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
特
に
農
用
地
区

域
は
、
県
総
合
農
政
課
に
お
い
て
取

扱
事
務
処
理
要
領
を
定
め
、
優
良
農

地
の
確
保
と
陸
砂
利
採
取
が
共
に
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

砂
利
採
取
に
お
け
る
掘
削
深
は
、

八

m
以
内
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
隣
接
地
と
の
保
安
距
離
を
二

m
以

上
、
河
川
や
堤
防
・

道
路
聞
は
法
的

距
離
を
保
つ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
採
取
後
の
埋
め
戻

し
と
排
土

の
処
理
等
も
厳
し
く
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、

埋
め
戻
し
の
計

画
書
や
誓
約
書
等
も
農
地
転
用
申
請

と
同
様
に
提
出
さ
せ
て
お
り
、
埋
め

戻
し
後
の
現
地
確
認
も
市
の
農
業
委

員
会
が
行

っ
て
い

る
。

砂
利
採
取
が
農
用
地
区
域
の
場
合

は
、
県
知
事
は
砂
利
採
取
法
の
許
可

と
農
地
転
用
の
許
可
を
同
時
に
行

っ

て
い
る
。

行
政
面
の
チ

ェ
ッ
ク
と
し
て
砂
利

採
取
法
お
よ
び
農
地
転
用
許
可
が
あ

る
が
、

事
業
に
着
手
す
る
場
合
は
着

工
屈
を
堤
出
さ
せ
、
採
取
の
期
間
中

ち
よ
く

は
三
カ
月
ご
と
に
進
捗
状
況
を
農
業

委
員
会
を
経
由
し
て
知
事
に
報
告
し
、

許
可
条
件
が
守
ら
れ
て
い
る
か
を
常

に
調
査
し
て
い
る
。

現
在
、
農
業
委
員
会
で
は
県
の
事

務
処
理
要
領
に
基
づ
い
て
、
適
正
な

転
用
申
請
を
受
理
し
、
県
へ
申
達
・

許
可
処
分
を
受
け
て
い
る
。

湯
の
谷
温
泉
事
業
に
つ
い
て

問

①
設
置
場
所
、

葉
土
。

1
l
 

②
施
設
は
市
民
に
開
放
的
な
も
の
か

③
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
運
営
は
考

え
て
い

る
か
。

筈

①
事
業
主
体
が
決
定
し
た
段
階

で
示
し
た
い
。

専
門
家
の
提
言
で
は

十
二
億
円
以
上
の
事
業
経
費
は
必
要

で
あ
る
。

②
市
民
に
開
放
的
な
、

宿
泊
施
設
を

備
え
た
施
設
を
考
、
え
て
い
る
。

③
多
額
の
経
費
を
要
す
る
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
公
的
な
団
体
の
施
設

誘
致
を
基
本
に
推
進
し
た
い
。

時
期、

予
算
規

番
請

願

三

号

請

願

四

号

車
同
願

五
日
す
の

青

願

五
回
す
の

十陳

情
九

二陳

情
十

二陳

十情

陳

情

二

十

二

号

陳

情

二

十

三

号

陳

情

二

十

四

号

陳

情

二

十

五

号

継

続

分

請

願

八

号

平

成

三

年

陳

情

九

号

陳

情

二

十

三
一
号

号

イ牛

名

市
道
編
入
と
道
路
改
良

に
つ
い
て

区
道
の
市
道
編
入
と
道

路
改
良
の
お
願
い

簡
易
水
道
の
抜
本
的
改

修
に
つ
い

て

下
水
道

(
農
業
集
落
排

水
事
業
)

の
採
択
に
つ

い
て

号口万

私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨

励
費
完
全
実
施
の
陳
情

に
つ
い
て

号

作
業
道
の
市
道
編
入
に

つ
い

て

敦
賀
原
発
三

・
四
号
一か

の
増
設
計
画
の
凍
結
に

つ
い
て

酒
米
生
産
四
十
周
年
記

念
大
会
に
対
す
る
援
助

に
つ
い
て

上
庄
地
区
幹
線
市
道

取
り
付
け
道
路
設
置
に

つ
い
て

元
町
駐
車
場
に
つ

い
て

提

出

者

西
大
月
区
長

朝
日
善

一

外
三
名

一採

蓑
水道
上区
五長
十

井
ノ
口
区
長

石
丸
輿
一一一

外
三
名

一採

井
ノ

口
区
長

石
丸
奥
三

外
三
名

一継
続
審
査

会日
花福本
j峯井労
和県働
寅連組
合合
外会総
一会連
名長合

f采

白
菊
幼
稚
園
園
長

-R

藤

原

尭

外
玉
名
一
主

下
黒
谷
区
長

千
藤

嘉

上
庄
地
区
区
長
会
会
長

一長

羽

生

貞

夫

外

十

六

名

一ま

大
野
総
合
病
院
建
設

促
進
期
成
同
盟

一不

採

択

安
田
武
雄

外
三
名
一

七
問
商
庖
街
振
興
組
合

一

理
事
長

一採

宮
本

弘

外

十

一
名

結

果

( 4 ) 
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農
業
に
つ
い
て

問

①
平
成
五
年
度
の
減
反
配
分
と

水
回
営
農
活
性
化
対
策
に
伴
、
つ
転
作

奨
励
金
は
。

①
コ
メ
の
自
由
化
が
近
い
が
、
大
野

市
の
今
後
の
農
政
は
。

①
農
業
集
落
排
水
事
業
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答

①

目

標

面
積
は
七
百
六
十
五
.

七
回
で
あ
る
。
昨
年
に
比
べ

て
三
十

八
・
二
回

の
減
で
緩
和
十
年
は
四
凶
七
%

と
な
る
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
水
田
営
農
活

性
化
対
策
の
趣
旨
は
、
地
域
の
自
主

性
の
尊
重
と
生
産
性
の
高
い
水
田
営

農
の
確
立
に
重
点
を
お
い
て
、
平
成

七
年
度
ま
で
三
年
間
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
助
成
金
の
運

用
目
的
も
、
大
規
模
組
織
の
育
成
や

助
長
の
た
め
の
効
率
的
な
転
作
営
農

の
推
進
等
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

当
市
で
も
、
こ
の
主
旨
に
沿
っ
て

経
営
規
模
の
大
き
な
生
産
組
織
の
育

成
の
た
め
、
関
係
機
関
と
団
体
が
一

体
と
な
っ
た
生
産
組
合
の
育
成
強
化

を
図
り
法
人
化
を
目
指
す
一
方
、
未

組
織
の
集
落
に
あ
っ
て
は
生
産
組
合

の
設
立
に
向
け
て
指
導
し
て
い
く
。

ま
た
、
当
市
の
農
業
の
中
心
で
あ

る
中
核
農
家
に
つ
い
て
も
、
生
産
性

の
高
い
営
農
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

整
備
を
図

っ
て
い
く
。

②
全
国
屈
指
の
良
質
米
生
産
地
で
あ

る
当
市
に
と
っ
て
、
コ
メ

の
市
場
開

放
は
農
業
だ
け
で
な
く
地
域
経
済
社

会
全
般
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を

受
け
る
も
の
と
危
倶
し
て
い
る
。

今
後
は
可
能
な
限
り
効
率
的
な
生

産
を
行
い
国
土
を
有
効
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
経

営
体
を
確
保

・
育
成
す
る
た
め
市
場

原
理

・
競
争
原
理
の
導
入
を
図
る
。

ま
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

減
農
薬
や
有
機
栽
培
に
よ
る
「
環
境

調
和
型
農
業
L

を
推
進
し
て
い
く
。

③
近
年
は
農
村
集
落
に
お
い
て
も
生

活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
各
家
庭
か

ら
の
生
活
排
水
に
よ

っ
て
農
業
用
排

水
路
は
汚
れ、

農
業
生
産
や
生
活
環

境
の
面
で
支
障
が
出
て
い
る
。

今
後
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
昭
和
六
十
三
年
度
に
作
成
し
た
下

水
道
整
備
構
想
エ
リ
ア
マ

ッ
プ
に
基

づ
き
、
公
共
下
水
道
計
画
の
区
域
外

に
お
い
て
農
業
集
落
排
水
事
業
を
施

行
し
て
い
く
計
画
で
、

各
集
落
聞
の

距
離
や
地
形
条
件
、
構
造
物
、
土
地

や
水
利
の
利
用
面
、
地
縁
等
か
ら
検

討
し
て
、
現
在
三
十
三
の
処
理
区
を

考
え
て
い
る
。

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の

運
営
管
理
に
つ
い
て

問
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
平
成

五
年
四
月
か
ら
一
部
が
供
用
開
始
さ

れ
、
そ
の
運
営
管
理
は
当
市
が
行
う

こ
と
に
な
る
が
、
管
理
公
社
を
設
置

し
て
各
課
が
所
管
す
る
施
設
も
併
せ

て
一
括
管
理
で
き
な
い
か
。

答

こ
の
公
園
は
平
成
二
年
度
か
ら

着
手
し
て
お
り
、
平
成
十

一
年
度
で

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

来
年
度
に

一
部
を
供
用
開
始
す
る

こ
の
公
園
は
、
事
業
は
県
営
で
、
維

持
管
理
業
務
は
市
が
県
の
委
託
を
受

け
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
当
分
の
聞

は
他
の
都
市
公
園
も
併
せ
て
都
市
計

画
課
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

施
設
は
造
る
よ
り
も
管
理
す
る
こ

と
の
方
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り

管
理
面
に

つ
い
て
は
充
分
配
慮
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
だ
検
討
す
べ

き
点
が
相
当
あ
る
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
管
理
公
社
の
設
置
は
時
期
尚

早
と
判
断
し
て
い
る
。

奥
越
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
進
況

に
つ
い
て

問

今

は

ス
キ

l
場
や
ゴ
ル
フ
場
と

し
て
リ
ゾ
ー
ト
開
発
す
る
時
代
は
終

わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

六
呂
師
に
は
既
に
青
年
の
家
、
星

の
観
測
施
設
等
学
習
施
設
が
あ
る
の

で
、
こ
の
際
教
育
的
な
施
設
の
誘
致

に
方
向
転
換
は
で
き
な
い
か
。

答

六

呂

師

リ

ゾ
ー
ト
を
考
え
る
場

合
、
六
呂
師
の
歴
史
、

自
然
条
件
、

地
形
等
も
考
慮
し
、

さ
ら
に
地
一万の

意
向
も
組
み
入
れ
た
形
で
の
土
地
利

用
計
画
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
て

際 陳平
情 情成
十 十
八 の四四
?仁子3 二号年

陳情環境
早六
期間

書を 実ア
守 現ク
る にセ

た つス

め い道
の て路
の

会日 組大
花福本 茜合野

和貰津井働労 一連合市商

空書皇聖室
男会直

外理街振
七事輿

名長合 名長

司て 採

採

主尺 主尺

い
守
合
。

こ
の
点
か
ら
六
日
師
に
お
け
る
ゴ

ル
フ
場
建
設
は
的
を
得
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
地
元
の
方
々
は
北
陸
を
代

表
す
る
ス
キ

l
場
で
あ
る
と
の
誇
り

を
持
っ
て
運
営
し
、
大
き
な
イ
ベ

ン

ト
も
行
っ
て

い
る
。

こ
れ
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
も
、
地
の
利
を
生
か
し
た

計
画
で
あ
る
と
考
、
え
て
い
る
。
か
も

そ
の
外
、
牧
歌
的
な
魅
力
を
醸
し

出
す
広
大
な
牧
場
、
白
山
山
系
の
経

ケ
岳
登
山
、
若
者
に
人
気
の
あ
る
地

元
産
業
の
繊
維
素
材
を
生
か
し
た
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
等
、
他
の
リ
ゾ
ー
ト

地
に
は
な
い
六
日
師
ら
し
き
を
十
分

発
揮
で
き
れ
ば
、
総
合
保
養
地
の
重

要
な

一
部
と
し
て
の
位
置
付
け
が
で

き
る
。行
政
と
し
て
最
も
重
要
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
元
六
日
師

地
区
民
が
地
域
の
活
性
化
と
し
て
リ

ゾ
ー
ト
開
発
を
望
ん
で
い

る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
構
想
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
で
の
企
業
の
進
出
と
い
う
条
件
が

整
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で

仮
に
企
業
進
出
が
不
可
能
に
な
っ

た

場
合
は
、
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ

l
場
は

見
直
し
が
必
要
と
な
り
、

公
的
資
本

に
よ

っ
て
施
設
を
配
置
し
民
聞
が
管

理
運
営
を
行
、
7
と
い
う
公
設
民
営
方

式
の
導
入
も
や
む
を
得
な
い
と
考
、え

て
い
る
。

当
面
は
承
認
を
受
け
て
い
る
計
画

で
、
地
元
、
企
業
お
よ
び
県
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
、

調
整
を
進
め
て
い

き
た
い
。

中
部
縦
貫
自
動
車
道
に

つ
い
て

間

当
市
の
中
部
縦
貫
自
動
車
道
に

対
す
る
取
り
組
み
が
他
市
町
村
に
比

べ
て
遅
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

同
一
歩
調
で
進
め
る
べ
き
で
は
な

し
・
刀

答

当
路
線
は
永
平
寺

・
大
野
聞
が

整
備
計
画
の
決
定
を
受
け
、
そ
の
後

建
設
省
の
説
明
受
入
れ
の
た
め
、
市

は
下
庄
北
部
総
合
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、

ま
た
関
係
集
落
に
お
い

て
は

地
区
対
策
協
議
会
を
設
立
を
し
て
、

事
業
の
促
進
に
努
め
て
き
た
。

沿
線
に
対
す
る
振
興
策
に
つ
い
て

は
、
先
般
地
元
に
対
し
地
区
発
展
の

方
向
付
け
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

今
後
、
そ
の
方
向
付
け
に

つ
い
て

理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

建
設
省

の
説
明
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
む
。

( 5 ) 



老
人
保
健
福
祉
計
画
作
成
に

向
け
て

問
①
策
定
に
向
け
て
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
策
定
審
議
会
等

の
設
置
お
よ
び
構
成
は
。

①
地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
と

十
分
調
整
を
図
る
考
え
が
あ
る
か
。

④
計
画
が
実
施
に
移
さ
れ
た
後
も
、

高
齢
者
の
状
況
の
変
化
に
即
応
し
た

見
直
し
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

⑤
在
宅
の
介
護
支
援
と
し
て
住
宅
改

造
資
金
の
支
給
制
度
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
①
国
は
平
成
二
年
六
月
に
老
人

保
健
福
祉
計
画
等
を
主
軸
と
し
て
老

人
福
祉
法
の
改
正
を
行
っ
た
。
こ
の

改
正
は
高
齢
化
社
会
へ
の
総
合
的
な

対
応
に
向
け
て
本
格
的
に
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
自
治
体
に
対
し
て
は
、

老
人
保
健
福
祉
計
画
を
平
成
五
年
度

中
に
策
定
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
ヲ
。
。当
市
と
し
て
は
、

一
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
慣
れ

た
地
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
在
宅
福

祉
を
推
進
す
る
こ
と
。

二
、
在
宅
福
祉
と
施
設
入
所
者
を
切

り
離
し
て
展
開
す
る
の
で
な
く
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
す
る
こ
と
。

三
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
恒
久
的
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
。

こ
の
三
点
を
基
本
に
独
自
の
計
画

を
策
定
し
た

い。

②
今
月
中
に
計
画
の
基
礎
と
な
る
実

態
調
査
を
終
え
、
平
成
五
年
三
月
ま

で
に
調
整
を
行
い
、
計
画
策
定
研
究

協
議
会
を
年
に
五
回
程
度
開
催
し
て

同
十
月
に
は
原
案
を
作
成
し
た
い
。

さ
ら
に
原
案
を
協
議
会
お
よ
び
庁

内
検
討
会
議
で
調
整
し
、
平
成
六
年

三
月
に
は
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
計
画
書

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
各
戸
に
配
布

す
る
方
法
を
取
り
た
い
。

計
画
策
定
研
究
協
議
会
は
医
師
会

保
険
医
療
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
行
政
、
寝
た
き

り
老
人
等
の
介
護
者
の
家
族
関
係
者

そ
の
他
の
専
門
家
等
約
十
五
名
程
度

で
組
織
し
た
い
。

①
策
定
の
過
程
に
お
い
て
議
会
と
の

調
整
を
図
り
た
い
。

④
実
施
状
況
の
点
検
・
見
直
し
は
毎

年
行
、
っ
。

①
住
宅
改
造
の
設
計
段
階
ま
で
立
ち

入
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今

後
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
対
処
し

て
い
く
。

外
国
人
研
修
生
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

問
商
工
会
議
所
が
主
体
と
な
り
、

平
成
五
年
度
に
二
十
二
名
の
外
国
人

研
修
生
を
大
野
に
迎
え
入
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
が
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

筈

大
野
市
の
労
働
力
は
、
求
人
倍

率
二
倍
以
上
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

雇
用
対
策
の
関
係
機
関
で
も
い
ろ
い

ろ
検
討
し
て
い
る
。

先
般
、
商
工
会
議
所
の
会
頭
を
団

長
と
し
た
日
中
友
好
技
術
交
流
団
が

中
国
の
遼
寧
省
遼
陽
市
を
訪
問
し
、

当
初
予
定
し
た
二
十
人
を
超
え
る
二

十
二
人
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
と
、

今
後
の
技
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書

に
調
印
を
し
た
。

現
在
の
法
体
系
や
政
府
の
考
え
方

と
し
て
単
純
労
務
者
と
し
て
雇
用
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

研

修
生
と
し
て
の
受
入
れ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

市
と
し
て
は
、
当
面
日
本
語
の
勉

強
や
社
会
研
修
な
ど
ソ
フ
ト
的
な
面

で
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
考
え
て

い
る
。
危
倶
す
る
生
活
面
で
の
問
題

点
に

つ
い
て
も
、
十
分
そ
の
推
移
を

見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

工
業
団
地
計
画
の
進
め
方

に
つ
い
て

問
①
計
画
予
定
中
の
中
野
・
青
島

両
団
地
は
、
中
据
の
二
の
舞
を
踏
む

恐
れ
は
な
い
か
。

①
企
業
誘
致
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
元

産
業
の
育
成

・
強
化
を
図
る
べ
き
と

思
う
が
。
ま
た
国
の
地
域
総
合
整
備

資
金
貸
付
金
制
度
を
参
考
に
、
市
独

自
の
制
度
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答

①
工
業
団
地

の
造
成
に
当
た

っ

て
は
、
企
業
が
求

め
る
良
好
な
土
地

と
そ
の
条
件
、
ま

た
土
地
所
有
者
の

積
極
的
な
理
解
と

提
供
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
問
題
で

あ
る
。
市
と
し
て

は
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
生
か
し
て
、

慎
重
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

①
若
者
が
定
着
し
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
図
る
た
め
に
は
長
期
的
な

展
望
に
立

っ
た
産
業
基
盤
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
方

で
地
元
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
も

必
要
で
あ
り
、
振
興
策
と
し
て
こ
れ

ま
で
い
く
つ
か
の
施
策
を
立
て
取
り

組
ん
で
き
て

い
る
。
地
域
総
合
整
備

貸
付
制
度
は
国
の
新
し
い
制
度
で
あ

り
、
地
元
振
興
策
の
一
つ
の
重
要
施

策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

重
度
障
害
者
の
医
療
費
に

つ
い
て

問

重

度
障
害
者
の
医
療
費
は
六
十

五
歳
ま
で
は
無
料
で
あ
る
の
に
、
そ

れ
以
上
の
高
齢
に
な
る
と
、
老
人
保

健
法
が

の
適
用
さ
れ
、
一
部
有
料
と

な
る
。
こ
の
矛
盾
の
解
決
策
は
。

答

福

祉

の
増
進
を
図
る
中
で
、
今

後
十
分
検
討
し
、
県
の
指
導
を
得
な

が
ら
努
力
し
た
い
。

( 6 ) 

一般会計補正予算案

など4件を可決
意見書T件も可決

去る11月191:1、第264回臨時

市議会が聞かれ、一般会計およ

び農業集落排71<事業特別会計の

補正予算案ならびに農業集落排

水事業工事請負契約2件の計4

議案を、原案のとおり可決しま

また 「佐川急便疑惑の全容解

明と政治改革の早期実現ならび

に補正予算の早期可決を求める

意見書」も可決し、関係行政庁

へ提出しました。

第264回 11月臨時市議会



平
成
三
年
度

。<o<o<o<o<o<o<o<o<o<o。

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

第
二
百
六
十
五
回
十
二
月
定
例
会
の
初
日
に
、
前
固
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
だ
1

議
案
第
四
十
八
号
平
成
三
年
度
大
野
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

寸
議
案
第
四
十
九
号
平
成
三
年
度
大
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
の

二
議
案
に
つ
い
て
決
算
特
別
委
員
長
よ
り
審
査
の
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
委
員
長

報
告
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
だ
。

委
員
会
で
の
意
見
・
要
望
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。<o<o<o<o<o<o<o<o<o<o。

-
決
算
の
あ
り
方

決
算
特
別
委
員
会
は
、
十
月
十
九

日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
、
延
べ

六
日
間
に
わ
た
り
、
各
会
計
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
た
。

各
課
に
お
い
て
は
決
算
内
容
を
十

分
把
握
・
検
討
し
、
次
年
度
以
降
の

予
算
執
行
に
最
大
の
効
果
が
上
が
る

よ
う
創
意
と
工
夫
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

-
未
収
入
金
に
つ
い
て

調
定
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
九

十
九
.
二
%
で
前
年
度
よ
り

0
・
一
%

の
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
未
収
入
金
は
一
億
円
あ
り

そ
の
う
ち
約
九
千
八
百
万
円
が
市
税

の
未
収
入
金
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

未
納
者
の
実
態
を
的
確
に
調
査
、
把

握
し
、
さ
ら
に
そ
の
縮
減
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

-
不
用
額
に
つ
い
て

一
般
会
計
の
不
用
額
は
二
億
三
千

百
万
円
の
多
額
に
及
ん
で
い
る
。

今
後
は
確
実
性
の
あ
る
見
込
額
の
計

上
と
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
へ
の
配

分
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
正

な
執
行
に
十
分
留
意
し
、
安
易
に
多

額
の
不
用
額
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切

な
処
置
を
構
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

-
杏
種
審
議
会
等
に
つ
い
て

昨
年
も
指
摘
し
た
が
、
広
く
民
意

を
反
映
す
る
た
め
の
各
審
議
会
や
、

協
議
会
が
全
般
的
に
計
画
よ
り
も
少

な
か

っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

各
審
議
会
等
の
設
置
目
的
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

の
機
能
を
効
率
的
に
運
用
す
べ
き
で

ホ
γφ
。

-
農
業
後
継
者
の
結
婚
対
策
に

つ
い
て

現
在
農
業
活
性
化
対
策
の

一
環
と

し
て
、
市
は
結
婚
相
談
員
を
委
嘱
し

て
農
業
後
継
者
の
結
婚
を
仲
介
し
た

場
合
、
報
償
金
を
交
付
し
て
い
る
が

こ
の
制
度
の
効
果
を
さ
ら
に
上
げ
る

た
め
に
は
、
交
付
す
る
対
象
者
の
範

囲
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
結
婚
し
た

当
事
者
に
対
し
て
も
祝
金
を
贈
る
な

ど
の
、
前
向
き
な
見
直
し
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

円)

メZ色ミ、 計 区 分 予 算 現 額 歳入決算額 歳出決算額 差 ヲ| 残 額

般 it 玉三 計 13，488，820，000 13，467，575，271 13，000，152，357 467，422，914 

国民健康保険事業
2，212，891，000 2，291，281，489 2，116，381，226 174，900，263 

特 別 ぷZ〉3ミ、 計

老人保健特別会計 2，611，754，00。 2，604，476，079 2，604，476，079 。
簡易水道事業

55，581，000 54，548，545 44，183，952 10，364，593 
特 Bリ it 計
南部第一土地区画

50，520，000 50，715，543 50，247，675 467，868 
整理事業特別会計

農業集落排水事業
549，463，000 413，153，295 413，123，903 29，392 

特 5.iU Z3』3三 計

ム仁3、 計 18，969，029，000 18，881，750，222 18，228，565，192 653，185，030 

(単位

平成3年度大野市各会計決算総括表

額残号|差
水道事業費用
(消費税含まず)

水道事業収益
(消費税含まず)

予定額
(消費税含む)

分計

水道事業会計
(収益費用)

区L>、
Zミ

。

(7) 

112，745，631 112，745，631 125，161，000 



委
員
会
報
告

各
委
員
長
報
告
か
ら

-
教
育
民
生
常
任
委
員
会

。

陳
情
に
つ
い
て

「
私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
費
完

全
実
施
の
陳
情
に
つ
い
て
」
は
、
現

在
、
当
市
に
お
い
て
、
市
民
税
の
非

課
税
世
帯
と
均
等
割
世
帯
に
つ
い
て

だ
け
実
施
し
て
い
る
私
立
幼
稚
園
の

就
園
奨
励
費
補
助
金
を
、
国
の
基
準

ど
お
り
、
あ
る
程
度
の
年
収
の
あ
る

世
帯
も
そ
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
求

め
た
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
自
主
財
源
の
乏
し
い
当
市

で
は
、
国
の
基
準
ど
お
り
施
行
す
る

こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
の
で
そ
の

趣
旨
は
了
と
し
て
採
択
す
る
が
、
当

市
の
財
政
に
見
合
っ
た
独
自
の
補
助

率
で
の
実
施
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

寸
義
歯
に
対
す
る
歯
科
保
険
医
療

制
度
の
改
善
を
要
望
す
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
陳
情
書
」
「
民
間
医
療

機
関
の
固
定
資
産
税
非
課
税
の
制
度

化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
の
二
陳
情
に
つ
い
て
は
、
今
し

ば
ら
く
、
他
市
の
状
況
等
も
み
て
判

断
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
全

会

一
致
で
継
続
審
査
と
し
た
。

前
回
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
「
環
境
を
守
る
た
め
の
陳
情
書
し

は
、
議
会
に
お
い
て
「
自
治
体
環
境

宣
言
」
を
決
議
し
て
ほ
し
い
と
い
う

陳
情
内
容
で
あ
る
が
、
本
来
環
境
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
配
慮
を
す
る
の
は
当
然

で
市
も
鋭
意
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
こ
と
、
ま
た
当
市
議
会

は
過
去
に
「
環
境
保
全
都
市
宣
言
し

を
決
議
し
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら

全
会

一
致
で
不
採
択
と
し
た
。

• 
総
務
常
任
委
員
会

O
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
景
気
浮
揚
の
た
め
の
二
兆
円
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
減
税
を
求
め
る
陳
情
書

に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
了
と
し

別
途
市
会
案
と
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
意
見
の

一
致
を
み
た
。

O
陳
情
に
つ
い
て

「敦
賀
原
発
三
・
四
号
炉
の
増
設

計
画
の
凍
結
に
つ
い
て
」
の
陳
情
は

当
県
が
す
で
に
十
五
基
も
の
原
子
炉

を
受
け
入
れ
て
お
り
国
策
に
は
十
二

分
に
協
力
し
て
き
た
の
で
、
世
界
的

な
脱
原
発
の
潮
流
に
も
鑑
み
、
敦
賀

原
発
ゴ
了
四
号
炉
の
増
設
計
画
を
凍

結
す
る
よ
う
日
本
原
電
に
対
し
申
し

入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
内

容
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
も
の
の
、
議
会
が

一
企
業
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
よ
う
な
行
為
は
慎

む
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
全
会

一
致
で
不
採
択
と
し
た
。

-
建
額
常
任
委
員
会

O
請
願
に
つ
い
て

西
富
田
簡
易
水
道
の
抜
本
的
改
修

に
つ
い
て
の
請
願
は
、
概
算
で
約
一

億
三
千
万
円
を
要
す
る
が
、
市
営
の

簡
易
水
道
で
あ
る
こ
と
、
住
民
に
と
っ

て
は

一
日
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
生
活
用
水
で
あ
る
こ
と
、
短
期
間

で
の
改
修
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
を

考
え
て
、
独
立
採
算
制
は
基
本
で
は

あ
る
が
、
市
は
財
源
的
処
置
に
努
力

す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
全
会

一
致
で
採
択
と
し
た
。

前
回
よ
り
継
続
審
査
と
な

っ
て
い

た

「上
庄
地
区
幹
線
市
道
取
り
付
け

道
路
設
置
に
つ
い
て
」
の
請
願
内
容

は
、
東
中
地
係
に
お
い
て
、
市
道
束

中
・
北
御
門
・
稲
郷
線
か
ら
、
こ
ぶ

し
通
り
に
抜
け
る
た
め
の
取
り
付
け

道
設
置
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

地
域
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
必
要
な

道
路
で
あ
る
点
か
ら
、
地
元
に
対
し

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
の
理
事
者
の
説
明
を
了
と
し
全
会

一
致
で
採
択
と
し
た
。

O
陳
情
に
つ
い
て

ま
た
前
回
よ
り
継
続
審
査
に
な
っ

て
い
た
寸
六
間
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早

期
実
現
に
つ
い
て
」
は
、
審
議
機
関

で
あ

っ
た
都
市
計
画
審
議
会
の
答
申

が
な
き
れ
た
こ
と
や
、
当
陳
情
が
ア

ク
セ
ス
道
路
の
早
期
実
現
を
求
め
る

も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
ル

l
ト
に
つ

い
て
は
触
れ
て
い
な
い
点
か
ら
賛
成

多
数
で
採
択
と
し
た
。

前
回
よ
り
継
続
審
査
と
な

っ
て

い

た
「
元
町
駐
車
場
に
つ
い
て
」
の
陳

情
は
、
隣
接
す
る
土
地
を
確
保
し
て

か
ら
総
合
的
に
計
画
を
立
て
る
べ
き

と
の
こ
と
か
ら
継
続
審
査
と
し
て

い

た
が
、
隣
接
地
の
取
得
は
難
し
い
も

の
の

「
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備

事
業
」
の

一
環
と
し
て
補
助
を
受
け

な
が
ら
、
陳
情
の
趣
旨
に
沿

っ
た
整

備
が
で
き
る
よ
う
庁
内
の
体
制
も
整

っ

て
き
た
と
の
理
事
者
の
報
告
を
了
と

し
て
賛
成
多
数
で
採
択
と
し
た
。

-
産
業
経
済
常
任
委
員
会

O
請
願
に
つ
い
て

井
ノ
口
・
田
野
・
川
上
・
下
麻
生

島
の
各
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

寸下

水
道

(農
業
集
落
排
水
)
事
業
の
採

択
に

つ
い
て
」
の
請
願
は
、

こ
の
地

区
で
の
農
業
集
落
排
水
事
業
を
採
択

し
、
工
事
施
行
願
い
た
い
と
の
内
容

で
あ
る
が
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に

に
お
け
る
処
理
区
は
、
集
落
の
状
況

を
勘
案
し
て
エ
リ
ア
マ

ッ
プ
を
計
画

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
一
度
、
地

元
に
こ
う
い
っ
た
市
の
計
画
を
十
分

に
説
明
し
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

全
会
一
致
で
継
続
審
査
と
し
た
。

O
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

大
野
市

・
上
庄
の
両
農
協
基
本
農

政
確
立
対
策
本
部
よ
り
提
出
さ
れ
た

「
米
市
場
開
放
阻
止
対
策
に

つ
い
て

の
協
力
依
頼
の
要
望
書
は
、

そ
の
趣

旨
を
了
と
し
て、

別
途
市
会
案
と
し

て

「米
市
場
開
放
断
固
阻
止
に
関
す

る
意
見
書
L

を
本
会
議
に
上
程
す
る

こ
と
に
意
見
の一

致
を
み
た
。

-
総
合
病
院
対
策
特
別
委
員
会

O
陳
情
に
つ
い
て

前
回
よ
り
継
続
審
査
と
な

っ
て
い

た
「
大
野
市
総
合
病
院
の
誘
致
の
可

否
に
対
す
る
知
事
へ
の
具
申
に
つ
い

て
」
の
陳
情
に

つ
い
て
、
公
的
病
院

の
建
設
を
掲
げ
て
き
た
理
事
者
が
、

本
会
議
の

一
般
質
問
で
突
如
奥
越
の

中
核
と
な
る
医
療
施
設
と
し
て
勝
山

病
院
に
方
向
転
換
し
た
発
言
は
、

事

前
に
議
会
に
対
し
て
話
が
あ

っ
て
も

よ
か

っ
た
の

で
な
い
か
、
ま
た
市
は

民
間
企
業
の
誘
致
も
行

っ
て
お
り
、

病
院
に

つ
い
て
も
同
様
の
努
力
を
す

る
姿
勢
が
必
要
で
な
か

っ
た
か
等
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

今
後
は
、
奥
越
の
中
核
と
な
る
医

療
施
設
と
し
て、

市
民
の
健
康
を
守

る
方
向
を
示
し
た
理
事
者
の
前
向
き

の
姿
勢
を
評
価
す
べ
き
と
の

こ
と
か

ら
賛
成
多
数
で
不
採
択
と
し
た
。

( 8 ) 


